
平均値 を 求める、また
標準偏差 を 求め、何を 意味するか 考えよう

1. 擬似作業

手で 80 グラム の お団子 を 30個 作るとしよう
実際のように お団子 に 重さの ばらつきを 持たせる
その 30個 の 重さ を 記した 表 を 作ろう

Excel を 使う、グラフ化 する

2. 平均値 と 標準偏差 を 求めよう

Excel の  表計算 が 出来ましたか ?
どのように 求めましたか ?
関数を 使った 人が いますか ?

1 個目   86 グラム  
  2   80
  3   76
  4   89
  5   74
  6   85
  7   87
 ---    ----
 28   80
 29   81
 30   79
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3. こんどは 仕分け を しましょう

重さ 1 グラム 単位 に 分けて、それが 何個 あるか の 表 に
作り変えよう

4. Excel の 表 を サーバーの 自分のところに 保存 しましょう

5. その 表 から 重さ 毎 の 個数の 分布図 を 作ってみよう

どんな 表 に なりましたか ?

グラム 個数
  70  1
  71  0
  72  1
  73  1
  74  1
  75  2
  76  2
 ---    ---
  87  2
  88  0
  89  1
  90  0



6. その表の 重さ　の　ところから 平均値 を 引きましょう
    また、その 引かれた 値 を 平均値 で 割りましょう

表が 出来たら、別の 名前で サーバーに 保存します    

7. その 表から 同じように 個数の 分布図 を 作ってみよう

どんな 表 に なりましたか ?
それは 何を 示している と 考えますか ?

ちょっと 難しいけれど、正規分布 とは
確率密度 が、平均値 を M 分散 を S   とする 時、

で 表わされるような 分布　を 言います  
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±S 内 に 68 %
±2S 内 に 95 %
±3S 内 に 99 % を 含みます

-2 0.053
-1.8 0.078
-1.6 0.110
-1.4 0.149
-1.2 0.194
-1 0.241
-0.8 0.289
-0.6 0.333
-0.4 0.368
-0.2 0.391
0 0.398
0.2 0.391
0.4 0.368
0.6 0.333
0.8 0.289
1 0.241
1.2 0.194
1.4 0.149
1.6 0.110
1.8 0.078
2 0.053

Created by Katsu Imamura at 2004-7-19


